
「生徒指導提要」改訂（令和４年１月）の趣旨 

 

[生徒指導提要とは] 

小学校段階から高等学校段階までの生徒指導の理論・考え方や実際の指導方法等について、

時代の変化に即して網羅的にまとめ、生徒指導の実践に際し教職員間や学校間で共通理解を

図り、組織的・体系的な取組を進めることができるよう、生徒指導に関する学校・教職員向

けの基本書（12 年ぶりの改訂となる） 

[生徒指導の目的] 

生徒指導は、生徒一人一人の個性の発見と良さや可能性の伸長と社会的資質・能力の発達

を支えると同時に、自己の幸福追求と社会に受け入れられる自己実現を支えることが目的 

【→自己指導力を身に付けさせることが重要】 

[生徒を支える際の視点] 

(1)自己存在感 (2)共感的な人間関係の育成 (3)自己決定の場の提供 （4）安全・安心な風土の醸成 

[生徒を支える学校としての方向性] 

(1) 生徒が自発的・主体的に成長・発達する過程を支える意図でなされる教職員の働きかけ 

(2) 学習指導と生徒指導の一体化 

(3) チーム学校による生徒指導体制の構築 

[支援の構造] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[不適切な指導の例] 

・大声で怒鳴る、ものを叩く、投げる等の威圧的感情的な言動 

・生徒の言い分を聞かず、事実確認が不十分なまま思い込みで… 

・組織的な対応を全く考慮せず、独断で… 

・殊更に生徒の面前で叱責するなど、生徒の尊厳やプライバシーを損なう… 

・生徒が著しく不安感や圧迫感を感じる場所で… 

・他の生徒に連帯責任を負わせることで、本人に必要以上の負担感や罪悪感を与える 

・適切なフォローを行わない 

〇 発達支持的生徒指導 

特定の課題を意識することなく全ての生徒を対象に、学校の教育目標

の実現に向けて、教育課程内外の全ての教育活動において進められる生

徒指導の基盤 →日々の教職員の生徒への挨拶、声かけ、励まし、賞

賛、対話、授業や行事等を通した個と集団への働きかけが大切 

[個別の課題] 

いじめ,暴力行為, 

少年非行,児童虐待, 

自殺,中途退学, 

不登校,SNS 関連, 

性関連, 

多様な背景（発達障

害、精神疾患、外国

人、ヤングケアラー） 

 エキスパート資料Ｂ  

〇 課題予防 

課題早期発見対応(一部生徒) 課題未然防止教育(全生徒) 

困難課題対応（特定生徒） 


